
ブランク

ゼオミック
配合不織布

検体 ： ゼオミック配合不織布
添加量 ： 液比で１％
試験液量 ： 水道水１Ｌ

水道水のみでは、４日経過後に萎れが目立ち始め、１０日後では完全に萎れてしまいました。
一方、ゼオミック配合不織布を添加した場合は、１０日後も花持ちが確認されました。

切花延命効果

ゼオミックは水中の菌の増殖を抑制し、水の腐敗を防止するため、切花の延命効果を発揮します。
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